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１
、
人
事
院
勧
告
に
従
う
必

要
は
な
い
。

２
、
所
得
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
な
の
に
議
員
報
酬

を
引
き
上
げ
る
理
由
は
な
い
。

３
、
議
会
改
革
の
中
で
議
員

報
酬
を
議
論
し
て
決
め
る
べ

き
。
　
　
　
　
　
（
根
岸
）

　
議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
尊
重

す
る
こ
と
は
な
い
。（
野
田
）

問
　
生
活
安
全
対
策
費
２
７

７
万
円
追
加
の
理
由
は
。

答
　
防
犯
灯
に
係
る
電
気
料

金
な
ど
、
電
気
料
金
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
。

問
　
動
物
の
死
体
処
理
委
託

料
、
増
額
の
経
緯
は
。

答
　
ロ
ー
ド
キ
ル
の
件
数
が

増
加
傾
向
の
た
め
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
７
５
０

万
円
と
５
割
増
額
し
た
。
何

か
特
別
な
返
礼
品
が
あ
っ
た

の
か
。

答
　
登
録
サ
イ
ト
数
を
増
や

す
な
ど
、
工
夫
を
し
た
。

　
工
事
は
、
10
月
25
日
に
契

約
を
締
結
し
た
。
土
砂
の
撤

去
等
は
完
了
し
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
の
取
り
か
え
は
、

12
月
20
日
ま
で
に
は
完
了
す

る
予
定
。

　
人
事
院
勧
告
な
ど
の
状
況

を
鑑
み
、
初
任
給
を
１
５
０

０
円
〜
２
０
０
０
円
引
き
上

げ
、
30
代
半
ば
ま
で
の
職
員

に
対
し
て
給
料
月
額
の
引
き

上
げ
を
行
う
。
ま
た
、
年
間

の
勤
勉
手
当
を
０
・
05
月
引

き
上
げ
、
４
・
50
月
に
す
る
。

　
年
間
の
期
末
手
当
を
０
・

05
月
引
き
上
げ
、
４
・
50
月

に
す
る
。

　
年
間
の
期
末
手
当
を
０
・

05
月
引
き
上
げ
、
４
・
50
月

に
す
る
。
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令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら 

11
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、

条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
２
件
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
並
び
に
企
業
会
計
補
正
予
算
の
議
定

に
関
す
る
も
の
５
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
１

件
、
人
事
に
関
す
る
も
の
１
件
の
16
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
議

員
発
議
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
緊
急
に
予
算
措
置
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
。

問
　
町
道
52
号
線
土
砂
崩
落

に
よ
る
災
害
復
旧
費
６
０
０

０
万
円
と
い
う
事
だ
が
、
復

旧
の
状
況
は
。

答
　
道
路
に
流
出
し
た
土
砂

等
の
撤
去
、
道
路
の
片
側
通

行
を
確
保
す
る
応
急
仮
復
旧

工
事
は
完
了
し
た
。
国
の
審

査
を
受
け
、
国
庫
負
担
金
等

が
決
定
す
る
。
そ
の
後
、
災

害
復
旧
工
事
を
実
施
す
る
。

問
　
石
坂
の
森
地
内
の
土
砂

崩
落
の
状
況
と
工
事
内
容
は
。

答
　
一
部
土
砂
の
崩
落
が
あ

り
、
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
破
損
が
生
じ
た
。

第４回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

（
７
３
９
９
万
円
追
加
）

鳩
山
町
一
般
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

（
７
３
２
１
万
円
の
追
加
）

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　
３
８
８
人
の
請
願
者
か
ら

提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

　
町
は
処
理
の
経
過
及
び
結

果
を
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
議
会
に
報
告
す
る
。

　
　
　〈
要
旨
〉

１
、
設
置
計
画
を
広
く
周
知

し
、
希
望
者
は
説
明
会
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２
、
設
置
者
は
遵
守
事
項
に

関
す
る
状
況
を
文
書
で
明
確

に
し
、
必
要
に
応
じ
て
住
民

と
の
覚
書
や
協
定
書
を
作
成

す
る
。

　
　
　〈
理
由
〉

　
現
在
の
要
綱
で
は
、
計
画

地
に
隣
接
す
る
住
民
以
外
は

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
遵
守
事
項
が
確
実
に
守
ら

れ
て
い
る
の
か
、
確
認
で
き

る
も
の
が
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
、
現
在
の
要
綱
を

も
う
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
も

の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
要
綱
は
、
設
置
に
適
当
で

な
い
区
域
を
定
め
、
関
係
諸

法
令
等
で
計
画
中
止
も
検
討

さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
　
　

　
現
行
の
要
綱
を
遵
守
す
る

計
画
で
あ
れ
ば
、
地
権
者
や

隣
接
す
る
住
民
の
意
思
を
尊

重
す
べ
き
。
　
　
　
　
　
　

　
更
な
る
対
応
を
求
め
る
の

な
ら
独
自
の
条
例
の
制
定
が

望
ま
し
い
。
（
石
井
　
徹
）

議
員
発
議

鳩
山
町
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
関
す
る
要
綱
を
見
直

し
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
求
め
る
請
願

　
公
平
委
員
会
委
員
に

猪
原 

惠
子 

氏

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
猪
原
惠
子
氏

（
松
ヶ
丘
在
住
）
の
再
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
13
日
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
記
念
式
典

で
、
根
岸
富
一
郎
議
員
が

創
立
70
周
年
記
念
永
年
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

「私たちは賛成・反対しました」○は賛成　●は反対　議は議長

令和元年第４回定例会
議　　　案

議　員　氏　名
審議
結果

根
関

隆
清

賀
大

史
広

井
石

徹

坂
日

久
和

森

夫
利

郎
一
健
浪
松

川
小

一
唯

合
百
小
田
野

井
石

次
計

郎
一
富
岸
根

山
中

美
明

鷹
小

義
房

町

長

提

出

議員
提出

請願

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

採　　択

原案可決

専決処分の承認を求めることについて 一般会計補正予算第3号

一般職員の給与に関する条例の一部改正

町長等の給与等に関する条例の一部改正

災害弔慰金の支給等に関する一部改正

梅沢集会所条例及び鳩山町コミュニティセンター条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

鳩山町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

今宿コミュニティセンターの指定管理者の指定

鳩山町営ニュータウン駐車場の指定管理者の指定

令和元年度一般会計補正予算第4号の議定

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算第3号の議定

令和元年度毛呂山、越生都市計画事業今宿東都市計画整理事業特別会計補正予算第1号の議定

令和元年度介護保険特別会計補正第3号の議定

令和元年度水道事業会計補正予算第3号の議定

工事請負契約の変更契約の締結　上熊井農産物直売施設建築工事

公平委員会委員の選任

鳩山町太陽光発電施設の設置に関する要綱を見直し住民が安心して暮らせる環境を求める請願

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

一部事務組合議会報告
西
入
間
広
域

消
防
組
合
議
会

　
10
月
９
日
に
、
組
合
議
会

の
行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
布
市
の
日
本
消

防
検
定
協
会
で
は
、
避
難
は

し
ご
や
消
化
器
等
の
消
防
機

器
の
検
定
業
務
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
消
防
庁
第
八

方
面
本
部
の
消
防
救
助
機
動

部
隊
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
救
助
能
力
部
隊

の
訓
練
を
見
学
し
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
対
応
を
学
び
、

研
修
を
終
え
ま
し
た
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合
議
会

　
10
月
29
日
、毛
呂
山
処
理

場
と
川
島
町
に
あ
る（
株
）Ｇ

＆
Ｕ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
を

視
察
。こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、

研
究
所
内
の
視
察
及
び
、マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
歴
史
が
分

か
る
見
本
や
、金
属
の
引
っ

張
り
力
実
験
、下
水
の
逆
流
、

洪
水
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

よ
り
噴
き
出
す
原
理
が
分
か

る
シ
ス
テ
ム
、マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
飛
ば
な
い
仕
組
み
が
分

か
る
実
験
な
ど
、興
味
深
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
審
査
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１
、
人
事
院
勧
告
に
従
う
必

要
は
な
い
。

２
、
所
得
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
な
の
に
議
員
報
酬

を
引
き
上
げ
る
理
由
は
な
い
。

３
、
議
会
改
革
の
中
で
議
員

報
酬
を
議
論
し
て
決
め
る
べ

き
。
　
　
　
　
　
（
根
岸
）

　
議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、

人
事
院
勧
告
の
趣
旨
を
尊
重

す
る
こ
と
は
な
い
。（
野
田
）

問
　
生
活
安
全
対
策
費
２
７

７
万
円
追
加
の
理
由
は
。

答
　
防
犯
灯
に
係
る
電
気
料

金
な
ど
、
電
気
料
金
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
。

問
　
動
物
の
死
体
処
理
委
託

料
、
増
額
の
経
緯
は
。

答
　
ロ
ー
ド
キ
ル
の
件
数
が

増
加
傾
向
の
た
め
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
７
５
０

万
円
と
５
割
増
額
し
た
。
何

か
特
別
な
返
礼
品
が
あ
っ
た

の
か
。

答
　
登
録
サ
イ
ト
数
を
増
や

す
な
ど
、
工
夫
を
し
た
。

　
工
事
は
、
10
月
25
日
に
契

約
を
締
結
し
た
。
土
砂
の
撤

去
等
は
完
了
し
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
の
取
り
か
え
は
、

12
月
20
日
ま
で
に
は
完
了
す

る
予
定
。

　
人
事
院
勧
告
な
ど
の
状
況

を
鑑
み
、
初
任
給
を
１
５
０

０
円
〜
２
０
０
０
円
引
き
上

げ
、
30
代
半
ば
ま
で
の
職
員

に
対
し
て
給
料
月
額
の
引
き

上
げ
を
行
う
。
ま
た
、
年
間

の
勤
勉
手
当
を
０
・
05
月
引

き
上
げ
、
４
・
50
月
に
す
る
。

　
年
間
の
期
末
手
当
を
０
・

05
月
引
き
上
げ
、
４
・
50
月

に
す
る
。

　
年
間
の
期
末
手
当
を
０
・

05
月
引
き
上
げ
、
４
・
50
月

に
す
る
。
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令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら 

11
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、

条
例
の
制
定
に
関
す
る
も
の
６
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
も
の
２
件
、

令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
並
び
に
企
業
会
計
補
正
予
算
の
議
定

に
関
す
る
も
の
５
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
１

件
、
人
事
に
関
す
る
も
の
１
件
の
16
議
案
で
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
議

員
発
議
が
１
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
19
号
に
よ
り
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

災
害
復
旧
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
緊
急
に
予
算
措
置
を

行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
。

問
　
町
道
52
号
線
土
砂
崩
落

に
よ
る
災
害
復
旧
費
６
０
０

０
万
円
と
い
う
事
だ
が
、
復

旧
の
状
況
は
。

答
　
道
路
に
流
出
し
た
土
砂

等
の
撤
去
、
道
路
の
片
側
通

行
を
確
保
す
る
応
急
仮
復
旧

工
事
は
完
了
し
た
。
国
の
審

査
を
受
け
、
国
庫
負
担
金
等

が
決
定
す
る
。
そ
の
後
、
災

害
復
旧
工
事
を
実
施
す
る
。

問
　
石
坂
の
森
地
内
の
土
砂

崩
落
の
状
況
と
工
事
内
容
は
。

答
　
一
部
土
砂
の
崩
落
が
あ

り
、
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
破
損
が
生
じ
た
。

第４回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

（
７
３
９
９
万
円
追
加
）

鳩
山
町
一
般
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

（
７
３
２
１
万
円
の
追
加
）

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

〈
反
対
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

　
３
８
８
人
の
請
願
者
か
ら

提
出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

　
町
は
処
理
の
経
過
及
び
結

果
を
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
に
、
議
会
に
報
告
す
る
。

　
　
　〈
要
旨
〉

１
、
設
置
計
画
を
広
く
周
知

し
、
希
望
者
は
説
明
会
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２
、
設
置
者
は
遵
守
事
項
に

関
す
る
状
況
を
文
書
で
明
確

に
し
、
必
要
に
応
じ
て
住
民

と
の
覚
書
や
協
定
書
を
作
成

す
る
。

　
　
　〈
理
由
〉

　
現
在
の
要
綱
で
は
、
計
画

地
に
隣
接
す
る
住
民
以
外
は

知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
遵
守
事
項
が
確
実
に
守
ら

れ
て
い
る
の
か
、
確
認
で
き

る
も
の
が
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
環
境
を
維
持
す

る
た
め
に
、
現
在
の
要
綱
を

も
う
一
歩
、
踏
み
込
ん
だ
も

の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
要
綱
は
、
設
置
に
適
当
で

な
い
区
域
を
定
め
、
関
係
諸

法
令
等
で
計
画
中
止
も
検
討

さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
　
　

　
現
行
の
要
綱
を
遵
守
す
る

計
画
で
あ
れ
ば
、
地
権
者
や

隣
接
す
る
住
民
の
意
思
を
尊

重
す
べ
き
。
　
　
　
　
　
　

　
更
な
る
対
応
を
求
め
る
の

な
ら
独
自
の
条
例
の
制
定
が

望
ま
し
い
。
（
石
井
　
徹
）

議
員
発
議

鳩
山
町
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
関
す
る
要
綱
を
見
直

し
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
求
め
る
請
願

　
公
平
委
員
会
委
員
に

猪
原 

惠
子 

氏

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
猪
原
惠
子
氏

（
松
ヶ
丘
在
住
）
の
再
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
13
日
、
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
記
念
式
典

で
、
根
岸
富
一
郎
議
員
が

創
立
70
周
年
記
念
永
年
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

「私たちは賛成・反対しました」○は賛成　●は反対　議は議長

令和元年第４回定例会
議　　　案

議　員　氏　名
審議
結果

根
関

隆
清

賀
大

史
広

井
石

徹

坂
日

久
和

森

夫
利

郎
一
健
浪
松

川
小

一
唯

合
百
小
田
野

井
石

次
計

郎
一
富
岸
根

山
中

美
明

鷹
小

義
房

町

長

提

出

議員
提出

請願

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

採　　択

原案可決

専決処分の承認を求めることについて 一般会計補正予算第3号

一般職員の給与に関する条例の一部改正

町長等の給与等に関する条例の一部改正

災害弔慰金の支給等に関する一部改正

梅沢集会所条例及び鳩山町コミュニティセンター条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

鳩山町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

今宿コミュニティセンターの指定管理者の指定

鳩山町営ニュータウン駐車場の指定管理者の指定

令和元年度一般会計補正予算第4号の議定

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算第3号の議定

令和元年度毛呂山、越生都市計画事業今宿東都市計画整理事業特別会計補正予算第1号の議定

令和元年度介護保険特別会計補正第3号の議定

令和元年度水道事業会計補正予算第3号の議定

工事請負契約の変更契約の締結　上熊井農産物直売施設建築工事

公平委員会委員の選任

鳩山町太陽光発電施設の設置に関する要綱を見直し住民が安心して暮らせる環境を求める請願

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

一部事務組合議会報告
西
入
間
広
域

消
防
組
合
議
会

　
10
月
９
日
に
、
組
合
議
会

の
行
政
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
布
市
の
日
本
消

防
検
定
協
会
で
は
、
避
難
は

し
ご
や
消
化
器
等
の
消
防
機

器
の
検
定
業
務
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
東
京
消
防
庁
第
八

方
面
本
部
の
消
防
救
助
機
動

部
隊
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
専
門
的
な
救
助
能
力
部
隊

の
訓
練
を
見
学
し
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
対
応
を
学
び
、

研
修
を
終
え
ま
し
た
。

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合
議
会

　
10
月
29
日
、毛
呂
山
処
理

場
と
川
島
町
に
あ
る（
株
）Ｇ

＆
Ｕ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
を

視
察
。こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、

研
究
所
内
の
視
察
及
び
、マ

ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
歴
史
が
分

か
る
見
本
や
、金
属
の
引
っ

張
り
力
実
験
、下
水
の
逆
流
、

洪
水
に
よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

よ
り
噴
き
出
す
原
理
が
分
か

る
シ
ス
テ
ム
、マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
飛
ば
な
い
仕
組
み
が
分

か
る
実
験
な
ど
、興
味
深
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
審
査
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